






























(2) Sterling， Robert R.， Toward a Science of Accounting， Houston， 






(Accounting Termjnology Bulletin) は会計を「会計とは財務的性質を
有する取引また事象を有志な形式で貨幣単位で、記録し，整理し，要約する技








































































を要すると仮定しよう O 見積り耐用年数が 3年，残存価額ゼロとすれば，歴
史的原価減価償却は 1，667ドノレ(=5，000ドノレ/3)で取荏原価減価償却は2，000
ドJレ(=6，000ドノレ/3)である O 取替原価は， また何らの測定ではない。 した
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(1) 選択肢=A={al'a2，'"・H ・.，an} 
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market selling price)で評価する方法を意味する，とする o そうして，減






























































問の差額と定義する O これはジョンソン=ベノレ(Johnsonand Bell)が最
(11) 
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求めている O まず，現金額は COGの尺度である o 償却資産のエクシット・


















μA+μB=μ (A q:B) 





eが一括売却行為である場合 μA+μBチμ(A<t B)である O しかし， <tの他
の解釈が存在する場合，等式が成り立つ。われわれは中を対象物 A と B
























現金(時点 tにおける額 100 ドル
自動車(時点 tにおけるエクシット・ヴァリュウ) 3，000 














先に「宮」は財貨に対する支配力 (COG) と解釈された。それは， 乙の
解釈が経験的検証可能性および目的適合性の相互関連的な規準に合致するか
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らである o かくて Yは COGの増加分である。かくて，損益計算書は COG
の増加分である Y の説明 (explanation) である口一般に，利益の構成要














リュウの減少から生ずる COG の変化を説明する。この利益数字は COG
の増加または減少の代数和である D まさに，収益は COG の増加であり，
賃金は COGの減少であり，また減価償却は COGの減少である o このよ
(9) 
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